

























































－  22  －－  23  －
史苑（第八〇巻第二号）





期の村落定書として扱うことに違和感があった。偽文書であることが明らかである以上、本 は近世文書として扱うべきであり、従 て表二―一 村落定書一覧から除外すべきではないか。宮座のある宮春日神社保管 はなく井家に保管され伝来したという重要な指摘とも関連付けて、近世における中世の村落定書 意識化や由緒に伴う偽文書作成の問題とからめて、今後詰めるべき課題 考える。　
次に、中世地下文書と近世村方文書 は連続するか断絶
するかという大きな問題について アーカイブズ学 基幹タームである現用／非現用の問題 からめて、報告者の考えを簡単に述べたい。現時点 、連続よりは断絶の点が大きかったの はな かと考えている。近世村方文書は、近世初期に江戸幕府により創出され、村社会に持ち込まれ













































水本邦彦氏は、村における盗みを素材として、公儀―村―百姓三者の関係を「建前」と「内証」に区別し 前者では村は国家の代執行機関（ライトゥルギー的義務団体）と位置付けられ、そ 私的制裁を否定されるが、後者で 村は独自の掟を制定し、村内裁判を実施することで領主と対立すること、また公儀と村との 係 ついて、村による公儀の法・刑罰 主体的・部分的「活用」を、公儀が内々 容認することで、両者は相互依存の関係 ある した（ 「公儀の裁判と村の掟」 同『近世 郷村自治と行政』東京大学出版会、一九九三年に所収） 。また近年ではこの見解をさらに発展させ、近世の自力のあり方について 自助・自力を基本とする中世社会から 大幅に他力・依存 含んだ近世社会への移行に伴い、中世 「自助型自力」と区別した天下の政道や成敗については公儀権力を支持し（ 世村掟の他力依存部分） 、生産活動や生活秩序については自分たちでルールを決め（近世村掟の自力解決部分） 、公儀権力















が少ない理由について、明治政府の旧村役人家文書に対する公私分離の姿勢、明治政府 自前の調査と帳簿作成による近世帳簿の必要性の低下、年貢村請制から近代的土地所有に基づく地租 個人請制への移行によ 村方文書 基本書類の有り様の変化を指摘しており（ 近世 おけ 文書
－  26  －－  26  －
薗部寿樹『日本中世村落文書の研究―村落定書と署判―』から考えたこと（冨善）
の管理と保存」安藤正人・青山英幸編著『記録史料の管理と文書館』北海道大学図書刊行会、 一九九六年、 一五三頁） 、中世地下文書 近世村方文書の関係を考える際に参考になる。
（８）田中克行『中世の惣村と文書』山川出版社、一九九八
年。松井直人「菅浦文書の「発見」とその前後」 『滋賀大学経済学部附属史料館研究紀要』第四九号、二〇一六年。青柳周一「近世の菅浦村と古文書について」同第五二号、二〇一九 、など
（９）岩田書院、二〇一二年。以下千葉書 略す。（
10）千葉書一二五頁
（
11）千葉書一二六頁。
（
12）薗部書三二七頁。
（東京大学経済学部資料室
　
学術支援専門職員）
